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環 境 技 術 委 員 会 の お 知 らせ （第34姻 ）

平成30年2月22日 （木 ）午後1時 半 ～4時

衆議院第一議員会館 地下1階 第5会 議室

千代 田区永 田町2－2－1

◆国会議事 堂前駅 （丸 の内線 ・千代 田線 ）①番 出 口よ り2分 、永 田町

駅 （有楽 町線 ・半蔵 門線 ）①番 出 口よ り下車5分 。 当 日、午後1時

よ り、議員会館 玄 関にて、通行 証 を差 し上 げます 。そ の時刻 前 に到

着 され た方 は、恐縮 です が 、受 付脇 の ロビー にてお待 ち下 さい。会

議 開始 後 にお越 しの方 は、受付 に 「第5会 議室 に行 きたい」 旨お伝

え下 され ば、お迎 えに参 ります。

1、 「環境問題について、昨今、思 うこと」

挨拶 坂本忠彦環境技術委員長

2、 河川中の放射性セ シウム除去につながる溶解阻害物質の解明

解説 高橋嘉夫東京大学理学系研究科教授

3、 『環境技術関連ニュースNO．166』

解説 中島稔科学技術部会長

報 告 去 る平 成29年12月19日 開催 の第342回 環 境技 術委 員 会 は、

坂本 忠彦 委員長 が議 長 を務 め行 われ ま した。 まず 、坂本委 員長 よ り、

「環 境問題 につ いて、 昨今 、想 うこ と」 と題 して開会挨拶 が あ りま し

た。 この ところ東京 は寒 い 日が続 い てい る。季節 に見合 った状況 だ と

い え るが、ある天気予 報 の解 説 では、そ の原 因 も地球温 暖化 だ とい う。

温暖化 に よって熱帯 で大量 の水蒸気 が出 て上昇 気流 が発 生 し、そ の空

気 が北極 で降 り、強力 な高気圧 とな って寒気 に変 わ る とい う。

次 に、清原淳 平専務理 事 よ り、 当 日の講師 ・久保 由治 首都 大 学東京

教授 の経歴 紹介 が あ りま した。次 に、久保教授 よ り、「テ ロ対 策 に活 用

す る色 素 に よる爆 発物検 知技術 」 につ いて解 説 が あ りま した。2年 前 にパ リの

テ ロ事件 で使 われ た爆 弾 は、アセ トンに過酸 化水素 水 を加 えて作 った もの だが、

アセ トンも過酸化 水素水 もホー ムセ ンターな どで容 易 に購 入 でき る もので あ る。

簡 易爆 弾に使 われ る素材 には必ず過 酸化水素 水 が使 われ てお り、 これ を検 知 で

きれ ば、爆発 物 の発 見 に役 立っ。 これ まで、 温風器 とセ ンサー を組 み合 わせ る

方式 、ル ミノール と酵 素 を用 い た発光 式 な どが試 され て きたが 、設備 の大型化

や コス トの問題 もあ り、何 よ りテ ロ リス トは検 知器 な ど通過 しない。 もっ と簡

易 な方 法 で発 見で き る方法 はない か、 とい うこ とで、 ピナ コール ボ リル基 を利

用 して、過 酸化水 素 が反 応 して赤 く発 光す る方 法 を試 した が、別 途 に光 が必要

だ った。 次 に、過 酸化水 素 に反応 して赤 か ら青 に変化す るジ ピ リン金 属錯体 を

利 用 した。 高濃度 で あれ ば1分 で検 知 でき、試験紙 と色差 計 を使 えば濃 度 も判

別 で き る。 現在 は、反応 時間 を早 める実験 を行 ってい る。

次 に、中島稔科 学技術部 会長 よ り、『環境技 術 関連 ニ ュースNo．165』 の解 説

があ りま した。今 回 は、OcOP23閉 幕 。石 炭火力 の利用 で各 国 に温度 差。 ドイ

ツや 次回 のCOP24開 催 国ポー ラン ドは脱石炭連 合 に入 らず、英 国 ・カ ナ ダ ・

フラ ンス な どの再生 エネ ル ギー推進諸 国 とは・溝が あ り、ア メ リカ と並 ん で途 上

国 の石炭 火力発 電所新設 補助 に動 く 日本 にも、非 難 の声 が。 ○有機堆 肥 でヘ ド

ロ除去技 術。 主成 分 は乳 酸菌 、酵母菌 、紅 色硫黄 細菌群 で 、鶏糞 の消臭用 と し

て利 用 され ていた。 ○国産 レアアース を使 っ た製 晶 の試作 に成功 。取 り出す コ

ス トにはなお課題 。 ○石 炭火力 のCO2を 再 生エネル ギー水 素 でメ タンに変 えて

有効利 用す る技術。 ○電 子 レンジ を使 って 自動 車用使 用済 み触媒 か ら白金 を取

り出す技術。 ○微 生物で鉱 山廃 水 を浄 化す る技術。薬 剤 よ り低 コス ト。 な どの

解説 が あ り、一 同大い に勉 強 にな りま した。

★ レクチュアにつ き、 当日会費千円にご協力 をお願 い申し上 げます。

次回、2月22日 （木）の環境技術委員会に

御芳名

出 一 欠 （いずれかに○印）

貴方様のFAX

テ ロ対策 へ の警 備 か らの要 請 上 、会 員に限 ります 。

非会員で参加希 望者 は、2日 前 までに履歴書 をご提 出下 さい。

（その際の当日会費は二千円とな ります。）
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